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（例）全日制課程で受検教科数が５教科の場合の合計評定
　　　　第３学年で学習する※各教科の調査書の絶対評価（５段階評定）　　　　 学力検査を実施しない教科数

学力検査を実施する教科数　　　　　　　　学校が決めた倍率　　　　　　　　　　　　　　調査書の合計評定

　　　　　　　　　　　　　　　　　学力検査を実施しない教科の評定は実施する教科の倍率に対して必ず２倍する

※各教科とは「国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語」をいう。

５点　×　５教科　×　３　　＋　　５点×４教科×６　＝　１９５

令和７年度鳥取県立高等学校募集生徒数及び入学者選抜検査内容等一覧表の見方（全日制及び定時制課程）

(例)全日制課程で受検教科数が５教科の場合の合計評定
　５点×５教科×２＋５点×４教科×４＝１３０点
　５点×５教科×３＋５点×４教科×６＝１９５点
　５点×５教科×４＋５点×４教科×８＝２６０点
(例)定時制課程で受検教科数が３教科の場合の合計評定
　５点×３教科×２＋５点×６教科×４＝１５０点

「調査書の合計評定」：「学力検査の合計得点」の
およその比率　　

調査書：学力検査　　　　　比率　　
１３０：２５０　 ＝ 　３．４：６．６
１９５：２５０　 ＝ 　４．３：５．６
２６０：２５０　 ＝ 　５．１：４．９

１　学校名、募集人員等
【大 学 科】�大学科名です。　　　　　とは、単位制の総合学科であることを、　　　　　は、単位制の普通学科である

ことを表します。
【小 学 科】小学科名又は部名です。（　）はコース名です。
　　　　　　　鳥取緑風高校及び米子白鳳高校の定時制課程は、午前部、午後部、あるいは夜間部に分かれています。

【募集生徒数】�…欄内の　　は、くくり募集（１学科ごとではなく、複数の学科等をまとめて募集する方法）であることを
表します。

２　特色入学者選抜
【出願要件、選抜方法、出願する際の評定の目安等】
　・�実用英語技能検定(公益財団法人日本英語検定協会)は「英検」、日本漢字能力検定(公益財団法人日本漢字能力検定協

会)は「漢検」、実用数学技能検定（公益財団法人日本数学検定協会）は「数検」とあらわしています。
　・�「出願する際の評定の目安」を示している場合、その高校に入学後の学習を円滑に進めるための目安として示しています。
　　�なお、評定については、２学期制の中学校等の受検生は前期の通知表を参考に、３学期制の中学校等の受検生は１、２

学期の通知表を参考にし、自ら判断して出願します。評定合計は、対象となる教科の評定の合計、評定平均は、対象と
なる教科の評定の合計を対象となる評定数で除した数値（小数点第２位を四捨五入）です。

（例）国語３、社会３、数学４、理科４、英語５、音楽３、美術３、保健体育４、技術・家庭３の９教科の場合
　　　（３＋３＋４＋４＋５＋３＋３＋４＋３）÷９＝３２÷９＝３．５５５５‥‥
　　　→この場合の評定合計は３２、平均評定は「３．６」となります。

【調査書で重視する教科】
　・調査書の合計評定算出にあたって、調査書で重視される教科を示しています。
【実施検査内容】
　・特色入試を行うすべての高校で面接又は口頭試問を実施します。
　・「●」が、各校が実施する検査内容です。
　・�「学力検査」の●の下の（　）は、実施する学力検査の教科です。（国）は国語、（数）は数学、（社）は社会、

（理）は理科、（英）は英語です。
　・「小論」は小論文、「プレゼン」はプレゼンテーションをあらわします。

３　一般入学者選抜
【学力検査実施教科】
　学力検査は、国語・社会・数学・理科・英語（聞き取り検査も実施します）の５教科で実施します。
　ただし、鳥取緑風高校、倉吉東高校、米子東高校及び米子白鳳高校の定時制課程は、３教科で実施します。
【調査書の合計評定：学力検査の合計得点】
　・�調査書の合計評定は、学力検査を実施する教科の評定に対し、学力検査を実施しない教科の評定を２倍して算出します。

総　合
(単位制)

普　通
(単位制)

　・学力検査の合計得点は、２５０点満点（５０点×５教科）となります。
　・「調査書の合計評定」：「学力検査の合計得点」の比率は８：２から２：８の範囲内としています。
【その他の検査内容】
　一般入試では、すべての高校で面接を実施します。
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令
和
７
年
度
鳥
取
県
立
高
等
学
校
募
集
生
徒
数
及
び
入
学
者
選
抜
検
査
内
容
等
一
覧
表

＜
全
日
制
課
程
＞

学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

鳥 取 東

普
　
通

（単
位
制
）
普

通
28
0

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

５
教
科

13
0： 25
0

面
接

理
　
数

（単
位
制
）
理

数

鳥 取 西
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
28
0

10
※

―

＜
出
願
要
件
＞

○
以
下
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
�全
国
的
ま
た
は
中
国
地
区
等
レ
ベ
ル
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
入
賞
相
当
以
上
の
成
績
を
挙

げ
た
者

⑵
�中
学
校
で
履
修
し
た
教
科
等
に
係
る
資
格
試
験
や
検
定
等
に
お
い
て
卓
越
し
た
能
力
を
示
し
た

り
，
資
格
を
得
た
り
し
た
者

⑶
�研
究
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
等
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
，
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
者

注
�例
え
ば
，
英
検
２
級
以
上
，
数
検
準
１
級
以
上
，
漢
検
準
１
級
以
上
相
当
と
す
る
。

＜
選
抜
方
法
＞

○
�本
校
の
目
指
す
教
育
や
求
め
る
生
徒
像
を
踏
ま
え
，
志
望
理
由
書
，
自
己
推
薦
書
，
実
績
等
を
証

明
す
る
書
類
，
調
査
書
，
個
人
面
接
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
等
を
資
料
と
し
，
総
合

的
に
判
定
す
る
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
�第
３
学
年
の
各
教
科
の
評
定
に
お
い
て
，
次
の
⑴
，⑵
の
両
方
を
満
た
す
者

⑴
９
教
科
の
評
定
平
均
が
４．
０以
上

⑵
５
教
科
の
評
定
に
お
い
て
は
，
す
べ
て
４
以
上

＜
備
考
＞

○
�県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
志
望
理
由
書
と
は
別
に
，
学
校
が
定
め
る
自
己
推
薦
書
と
と
も
に
，
出

願
要
件
に
あ
る
⑴
～
⑶
の
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無
●

● ※
１

―
５
教
科

13
0： 25
0

面
接

鳥 取 商 業

商
　
業

（単
位
制
）
商

業
15
2

50
―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
３
の
す
べ
て
を
満
た
す
者

1 
�ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
学
ぶ
理
由
が
明
確
で
あ
り
，
学
習
内
容
の
定
着
（
検
定
受
験
，
資
格
取
得
等
）

に
熱
意
の
あ
る
者

2 
�基
礎
学
力
を
備
え
，
全
て
の
教
科
の
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
者

3 
�次
の
⑴
ま
た
は
⑵
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
者

⑴
�中
学
校
３
年
間
の
校
内
外
の
体
育
的
活
動
や
文
化
的
活
動
に
お
い
て
，
個
人
又
は
団
体
（
大
会
の

登
録
選
手
）
で
県
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上
（
も
し
く
は
同
程
度
以
上
）
，
県
選
抜
に
選
ば
れ
る
な
ど

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
者

⑵
�⑴
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
，
中
学
校
３
年
間
に
，
校
内
外
で
，
主
体
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組

ん
だ
活
動
等
が
あ
り
，
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
で
き
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
，
学
校
が
求
め
る
証
明
書
類
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的

に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
３０
程
度

＜
備
考
＞

○
�県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
志
望
理
由
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
，
次
の
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
出
願
要
件
１
お
よ
び
３
⑴
ま
た
は
⑵
の
具
体
的
な
内
容

○
�県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
志
望
理
由
書
の
備
考
欄
に
，
出
願
要
件
３
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
⑴
に
つ
い
て
は
，
大
会
名
及
び
成
績
等

・
⑵
に
つ
い
て
は
，
活
動
内
容
，
活
動
歴
及
び
取
り
組
み
姿
勢
等

無
●

●
―

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

※
10
人

　
程
度

※
１
 実
績
等
に
係
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

鳥 取 工 業
工

業

機
械

15
2

76
4

＜
出
願
要
件
＞

○
学
習
成
績
が
優
れ
，
学
習
・
資
格
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
学
力
検
査
，
面
接
検
査
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
次
の
⑴
，
⑵
の
両
方
に
該
当
す
る
者

⑴
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
２．
８以
上

⑵
第
３
学
年
の
数
学
の
評
定
が
３
以
上

無
● （数
）

●
○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

電
気

情
報
工
学

建
設
工
学

鳥 取 湖 陵

農
業

食
品

シ
ス
テ
ム

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�農
産
物
の
生
産
や
加
工
に
興
味
・
関
心
が
あ

り
，
積
極
的
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の

あ
る
者
で
，
専
門
性
を
活
か
し
て
上
級
学
校

進
学
や
地
域
農
業
・
食
品
関
連
産
業
な
ど
の

発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
者

＜
出
願
要
件
（
各
科
共
通
）
＞

2 
�次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
�生
徒
会
活
動
ま
た
は
学
級
活
動
で
中
心
的
役
割

を
担
い
，各

活
動
の
活
性
化
に
尽
力
し
た
者

⑵
�体
育
的
活
動
を
３
年
間
継
続
し
県
大
会
（
団

体
も
し
く
は
個
人
）
に
出
場
し
た
者

⑶
�文
化
的
活
動
に
お
い
て
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
・

大
会
等
（
団
体
も
し
く
は
個
人
）
で
入
賞
実

績
の
あ
る
者

⑷
�あ
る
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
資
格
・
検
定
（
英

検
３
級
以
上
等
）
を
取
得
し
た
者

⑸
�地
域
の
行
事
，
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
者

⑹
�第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
０以
上

の
者
（
目
安
）

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等

を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
な
し

無
●

●
―

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

緑
地

デ
ザ
イ
ン

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�造
園
や
草
花
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
，
積
極

的
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
者

で
，
専
門
性
を
活
か
し
て
上
級
学
校
進
学
や

地
域
産
業
な
ど
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
者

無
●

●
○

工
業

電
子
機
械

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�機
械
や
電
気
・
電
子
に
興
味
・
関
心
が
あ

り
，
積
極
的
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の

あ
る
者
で
，
専
門
性
を
活
か
し
て
上
級
学
校

進
学
や
地
域
産
業
な
ど
の
発
展
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
者

無
●

●
○

家
庭

人
間
環
境

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�衣
食
住
や
保
育
・
福
祉
な
ど
家
庭
科
の
内
容

に
興
味
・
関
心
を
持
ち
，
積
極
的
に
学
習
し

よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
者
で
，
専
門
性
を

活
か
し
て
上
級
学
校
進
学
や
地
域
産
業
な
ど

の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
者

無
●

●
○

情
報

情
報
科
学

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
情
報
の
活
用
や
発

信
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
，
積
極
的
に
学
習

し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
者
で
，
専
門
性

を
活
か
し
て
上
級
学
校
進
学
や
地
域
産
業
な

ど
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
者

無
●

●
○

青 谷
総
　
　
合

（
単
位
制
）

76
22

3

＜
出
願
要
件
＞

○
�本
校
の
学
科
の
特
色
（
「
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
」
）
を
理
解
し
，
入
学
後
は
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
の
よ
う
に
高
校
生
活
に
取
り
組
み
，
学
業
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
意
志
を

持
っ
て
い
る
こ
と
。

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
学
力
検
査
，
面
接
検
査
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
な
し

無
● ※
２

● ※
３

○
５
教
科

19
5： 25
0

面
接

※
２
 �５
教
科
の
う
ち
、
志
願
者
が
３
教
科
を
選
択
し
て
受
検
し
、

高
得
点
の
２
教
科
の
合
計
得
点
で
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

※
３
 �志
願
者
数
に
よ
り
、
面
接
は
集
団
面
接
に
変
更

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

岩 美
普
　
通

普
通

76
38

12

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�将
来
の
職
業
選
択
を
視
野
に
入
れ
，
自
己
の
進
路
へ
の
自
覚
を
深
め
な
が
ら
学
び
続
け
る
意
欲
が

あ
る
者

2 
�３
年
間
の
中
学
校
生
活
に
お
け
る
部
活
動
や
校
内
外
の
文
化
的
・
体
育
的
活
動
等
に
お
い
て
積
極

的
に
活
動
し
，
高
校
入
学
後
も
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
生
か
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ

り
，
か
つ
次
の
⑴
，
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
�文
化
的
活
動
，
体
育
的
活
動
を
３
年
間
継
続
し
た
者

⑵
�地
域
の
行
事
，
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
す
る
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
特
に
な
し

無
●

●
○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

八 頭
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
24
0

ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

○
５
教
科

13
0： 25
0

面
接

36
12

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
，
２
ま
た
は
３
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1 
�本
校
が
指
定
す
る
以
下
の
競
技
種
目
の
部
活
動
ま
た
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
お
い
て
活
動
し
て
い

る
者
で
，
そ
の
競
技
種
目
を
高
校
入
学
後
も
３
年
間
継
続
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
意
思
が
強
固

な
者

【
男
子
】
�陸
上
競
技
，
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
，
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
，
サ
ッ
カ
ー
，
柔
道
，
剣
道
，
ホ
ッ

ケ
ー
，
硬
式
野
球

【
女
子
】
�陸
上
競
技
，
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
，
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
，
柔
道
，
ホ
ッ
ケ
ー

※
�県
外
生
徒
は
，
陸
上
競
技
（
男
子
・
女
子
），
柔
道
（
男
子
），
剣
道
（
男
子
），
ホ
ッ
ケ
ー
（
男
子
・

女
子
），
硬
式
野
球
（
男
子
）
か
ら
い
ず
れ
か
一
つ
。

2 
�１
に
あ
げ
る
競
技
種
目
に
お
け
る
活
動
実
績
が
，
次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

⑴
全
国
大
会
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
た
者

⑵
�鳥
取
県
大
会
に
お
い
て
，
選
手
と
し
て
団
体
ベ
ス
ト
８
以
上
，
個
人
８
位
以
上
の
実
績
を
あ
げ
た

者
ま
た
は
県
外
の
大
会
で
こ
れ
と
同
等
の
成
績
と
判
断
で
き
る
実
績
を
あ
げ
た
者

⑶
�県
以
上
の
規
模
の
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
た
者

3 
�１
に
あ
げ
る
競
技
種
目
で
，
所
属
す
る
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍

し
，
そ
の
充
実
・
発
展
に
努
め
た
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�実
施
検
査
内
容
，
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
学
校
が
定
め
る
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
等
を
資
料

と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
３以
上

＜
備
考
＞

○
�出
願
要
件
２
の
⑴
～
⑶
に
つ
い
て
は
，
そ
の
実
績
等
を
証
明
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無

● （ 国 ・ 数 ・ 英 ）

●
● ※
４

※
４
 競
技
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

八 頭
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
24
0

創
造
活
動
特
色
選
抜

○
５
教
科

13
0： 25
0

面
接

12
―

＜
出
願
要
件
＞

○
�創
造
力
豊
か
で
探
究
心
が
あ
り
，
高
校
で
の
探
究
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
者
，
か
つ
，
中

学
校
で
の
学
習
活
動
や
文
化
活
動
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
活
動
に
お
け
る
実
績
が
次
の
⑴
～
⑷
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
�創
造
的
活
動
（
文
化
的
活
動
を
含
む
）
の
県
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
大
会
や
発
表
会
に
お
い
て
，
入

賞
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
た
者

⑵
�級
の
目
安
が
明
示
さ
れ
て
い
る
資
格
試
験
で
，
中
学
校
卒
業
程
度
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
資
格
・
検

定
を
取
得
し
て
い
る
者

⑶
�校
外
の
発
表
会
へ
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
，
意
欲
的
に
課
外

活
動
に
取
り
組
ん
だ
者

⑷
�校
内
活
動
（
生
徒
会
活
動
，
学
級
活
動
，
部
活
動
等
）
の
中
心
的
存
在
と
し
て
，
そ
の
充
実
・
発

展
に
努
め
た
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�実
施
検
査
内
容
，
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
学
校
が
定
め
る
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
等
を
資
料

と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
５以
上

＜
備
考
＞

○
�出
願
要
件
の
⑴
～
⑶
に
つ
い
て
は
，
そ
の
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無

● （ 国 ・ 数 ・ 英 ）

●
●

智 頭 農 林
農
　
業

生
産
科
学

68
34

4

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
３
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

1 
�学
科
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
く
，日
々
の
学
習
や
部
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者

2 
�学
校
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
者

3 
�次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
専
門
分
野
の
実
習
や
体
験
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者

⑵
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者

⑶
将
来
，
関
連
産
業
へ
従
事
す
る
意
欲
の
あ
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
な
し

無
●

●
○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

森
林
科
学

倉 吉 東
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
20
0

30
※

3

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
又
は
２
に
該
当
す
る
者

1 
�探
究
心
を
持
ち
、
主
体
的
に
自
ら
の
学
び
を
深
め
て
い
く
意
欲
の
あ
る
者
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
活
動
で
の
取
組
を
含
み
ま
す
）

2 
�国
際
的
な
視
野
を
身
に
つ
け
将
来
国
内
外
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
者
、
又
は
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
教
育
に
興
味
関
心
の
あ
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�調
査
書
，
志
望
理
由
書
（
活
動
実
績
を
含
む
）
，
作
文
及
び
面
接
の
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合

的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
４．
０以
上

＜
備
考
＞

○
�次
の
１
，
２
の
項
目
に
該
当
す
る
者
は
，
そ
の
内
容
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
に
加
味
し
ま
す
。

1 
�校
内
外
で
研
究
・
探
究
的
な
活
動
を
行
い
，
そ
の
成
果
が
大
会
等
で
認
め
ら
れ
，
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
者

2 
�数
学
，
理
科
，
技
術
・
家
庭
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
の
い
ず
れ
か
の
分
野
で
，
公
的
な
資
格
を
有

し
て
い
る
者

調
査
書
で
は
，
実
用
英
語
技
能
検
定
準
２
級
以
上
を
も
っ
て
い
る
受
検
生
は
第
３
学
年
の
英
語
の
評

定
を
５
と
し
て
扱
い
ま
す
。
ま
た
，
第
３
学
年
の
数
学
の
評
定
に
つ
い
て
は
２
倍
に
し
て
選
抜
の
資

料
と
し
ま
す
。

数
学 ・ 英
語

●
●

○
５
教
科

19
5： 25
0

面
接

※
30
人

　
程
度
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

倉 吉 西
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
12
0
24
※

3

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
を
有
す
る
者
（
主
催
者
の
証
明
が
必
要
）

2 
�次
の
⑴
，
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
⑴
�英
検
３
級
以
上
相
当
の
資
格
，
ま
た
は
，
そ
れ
に
相
当
す
る
英
語
の
学
力
を
有
す
る
者

　
⑵
�理
数
分
野
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
，
入
学
後
も
積
極
的
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
各
教
科
の
評
定
に
お
い
て
，
次
の
１
，
２
の
両
方
を
満
た
す
者

1 
�９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
８以
上

2 
�次
の
⑴
，
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
�

　
⑴
英
語
の
評
定
が
４
以
上

　
⑵
数
学
又
は
理
科
の
評
定
が
４
以
上

＜
備
考
＞

○
�出
願
要
件
１
に
つ
い
て
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無
●

●
〇

５
教
科

13
0： 25
0

面
接

倉 吉 農 業
農
　
業

生
物

34
10

5
＜
出
願
要
件
＞

○
当
該
学
科
の
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
２７
以
上

無
●

●

○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

食
品

34
10

5
○

環
境

34
10

5
○

倉 吉 総 合 産 業

工
　
業

機
械

38
19

2
＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
３
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

1 
�当
該
学
科
の
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
を
理
解
し
て
お
り
，
当
該
学
科
を
志
望
す
る
動
機
・
理
由
や
将

来
の
進
路
目
標
が
明
確
で
あ
る
こ
と

2 
�学
習
成
績
が
良
好
で
，
学
習
・
資
格
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
志
が
あ
る
こ
と

3 
�基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
と
も
に
，
生
徒
会
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
的
な
活
動

な
ど
の
諸
活
動
に
優
れ
た
能
力
・
適
性
・
実
績
を
有
し
，
入
学
後
も
継
続
す
る
強
い
意
志
を
有
す

る
こ
と

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
な
し

無
●

●

○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

電
気

38
19

2
○

商
　
業

ビ
ジ
ネ
ス

38
19

2
―

家
　
庭

生
活

デ
ザ
イ
ン

38
19

2
○

※
24
人

　
程
度
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

鳥 取 中 央 育 英

普
　
通

（単
位
制
）
普

通
12
0

特
別
活
動
特
色
選
抜

○
５
教
科

19
5： 25
0

面
接

20
3

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
４
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1 
�特
別
活
動
（
学
級
活
動
，
生
徒
会
活
動
，
学
校
行
事
）
の
中
心
的
存
在
と
し
て
，
そ
の
充
実
・
発

展
に
努
め
た
者

2 
�所
属
す
る
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
中
心
的
存
在
と
し
て
，
そ
の
充
実
・
発
展
に
努
め
た
者

3 
�級
の
目
安
が
明
示
さ
れ
て
い
る
資
格
試
験
で
，
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
資
格
・
検
定
を
取
得
し
て
い
る
者

例
英
検
３
級
，
漢
検
３
級
，
数
検
３
級
な
ど

4 
�課
題
研
究
等
に
つ
い
て
の
校
外
発
表
会
へ
の
参
加
や
，
年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
な
ど
，
意
欲
的
に
課
外
活
動
に
取
り
組
ん
だ
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
２７
以
上
の
者

無
●

●

ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

20
7

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�２
年
次
以
降
，
ス
ポ
ー
ツ
探
究
類
型
に
所
属
し
，
そ
の
学
び
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
践
で
き
る
本
校
部

活
動
に
入
る
者
。
対
象
の
部
は
原
則
と
し
て
，
陸
上
競
技
部
，
山
岳
部
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
），
水
泳

部
（
水
球
），
レ
ス
リ
ン
グ
部
，
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
，
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
，
野
球
部
と
す
る
。

2 
�上
記
１
の
部
活
動（

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
可
）
で
，
下
記
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
の
実
績
を
有
し
て
い
る
者

　
⑴
�全
国
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
大
会
な
ど
）
レ
ベ
ル
の
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
た
者

　
⑵
�都
道
府
県
レ
ベ
ル
（
鳥
取
県
外
の
場
合
は
，
地
区
大
会
も
可
）
の
大
会
に
お
い
て
，
選
手
と
し

て
団
体
ベ
ス
ト
４
以
上
，
個
人
８
位
以
上
の
入
賞
の
実
績
を
あ
げ
た
者

　
⑶
都
道
府
県
以
上
の
規
模
の
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
た
者

※
�な
お
，水
泳
部（
水
球
）
は
競
泳
，レ
ス
リ
ン
グ
部
は
柔
道・
相
撲
，ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
野
球
も
可
と
す
る
。

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
２４
以
上
の
者

無
●

●
● ※
６

米 子 東
普
　
通

（単
位
制
）

普
通

（生
命
科
学
）

40
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
５
教
科

13
0： 25
0

面
接

普
通

（普
通
）

24
0

米 子 西
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
28
0

35
―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
⑴
～
⑸
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

⑴
生
徒
会
長
・
副
会
長

⑵
部
活
動
（
地
域
の
ク
ラ
ブ
を
含
む
）
実
績
県
３
位
以
内
又
は
中
国
大
会
以
上
出
場

⑶
部
活
動
（
地
域
の
ク
ラ
ブ
を
含
む
）
県
選
抜
又
は
部
長

⑷
英
検
準
２
級
以
上

⑸
�科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
等
の
研
究
大
会
に
お
い
て
県
大
会
に
出
場
す
る
等
の
顕
著
な
成
績

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
３３
以
上

＜
備
考
＞

○
出
願
要
件
⑴
～
⑸
の
実
績
等
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無
●

●
―

５
教
科

13
0： 25
0

面
接

※
６
 �反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
握
力
、
上
体
起

こ
し
、
長
座
体
前
屈
を
行
い
ま
す
。
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

米 子
総

合
（
単

位
制
）

15
2

38
―

＜
出
願
要
件
＞

○
�総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
特
別
活
動
等
に
お
い
て
の
実
績
が
あ
り
，
そ
の
実
績
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
２以
上

無
●

●
―

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

米 子 南

商
　
業

Ｉ
Ｔ

ビ
ジ
ネ
ス

11
4

45

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
４
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1 
�部
活
動
（
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
に
よ
る
活
動
を
含
む
）
を
３
年
間
積
極
的
か
つ
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ
者

2 
�生
徒
会
活
動
，
学
級
活
動
等
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者

3 
�各
種
検
定
で
一
定
水
準
以
上
の
級
を
取
得
し
た
者
（
英
検
３
級
以
上
，
漢
検
３
級
以
上
，
情
報
処

理
検
定
な
ど
）

4 
�自
主
的
に
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加
し
た
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
０以
上
で
あ
る
者

無
● ※
７

●

○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

家
　
庭

生
活
創
造

（ラ
イフ
デザ

イン
）

18
7

―

生
活
創
造

（調
理
）

20
8

―

米 子 工 業
工
　
業

機
械

38
19

―

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�工
業
技
術
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
，
将
来
技
術
者
と
し
て
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
き
た
い
と
考

え
，
自
ら
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
者

2 
�次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
⑴
生
徒
会
活
動
や
学
級
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
者

　
⑵
�部
活
動
，
校
内
外
の
文
化
的
・
体
育
的
活
動
に
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
者

　
⑶
�工
業
，
数
学
，
理
科
に
関
す
る
資
格
・
検
定
取
得
あ
る
い
は
コ
ン
テ
ス
ト
等
へ
の
参
加
経
験
の

あ
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
第
３
学
年
の
各
教
科
の
評
定
に
お
い
て
，
次
の
１
，
２
の
両
方
を
満
た
す
者

1 
�９
教
科
の
評
定
平
均
が
３．
０以
上

2 
�数
学
・
理
科
の
評
定
が
３
以
上

無
●

● ※
８

○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

電
気

38
19

○

情
報
電
子

38
19

―

環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー

38
19

○

建
設

（土
木
）

19
9

○

建
設

（建
築
）

19
9

―

境
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
20
0

50
10

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1 
�大
学
へ
の
進
学
意
識
が
明
確
で
，
本
校
を
志
望
す
る
動
機
・
理
由
が
明
白
，
適
切
で
あ
り
，
学
校

の
教
育
課
程
に
熱
心
に
取
り
組
み
，
か
つ
十
分
な
成
業
が
見
込
め
る
者

2 
�学
校
の
教
育
課
程
に
熱
心
に
取
り
組
み
，
学
校
の
運
動
部
活
動
に
対
す
る
適
性
及
び
興
味
・
関
心

を
有
し
，
か
つ
次
の
運
動
部
（
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
含
む
）
活
動
成
績
が
優
秀
で
あ
り
、
当
該
部
活

動
を
継
続
す
る
意
思
の
あ
る
者
（
団
体
競
技
の
場
合
は
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
）

・
陸
上
，
ヨ
ッ
ト
，
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
，
サ
ッ
カ
ー
，
野
球
，
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
，
テ
ニ
ス

＜
選
抜
方
法
＞

○
志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
出
願
要
件
１
の
場
合
…
�第
３
学
年
の
５
教
科
の
評
定
合
計
が
１９
以
上
ま
た
は
第
３
学
年
の
５
教
科

で
評
定
５
の
教
科
が
１
つ
以
上

○
出
願
要
件
２
の
場
合
…
�第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
２７
以
上
か
つ
５
教
科
の
評
定
合
計
が

１４
以
上

＜
備
考
＞

○
�出
願
要
件
２
で
出
願
す
る
者
は
，学
校
が
定
め
る
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
記
録
」
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

無
●

●
○

５
教
科

19
5： 25
0

面
接

※
７
 �志
願
者
数
に
よ
り
、
面
接
は
集
団
面
接
に
変
更

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
８
 ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
実
施
し
ま
す
。
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学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以
内
）う
ち
県

外
生
徒

（人
程
度
）

出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

境 港 総 合 技 術

水
　
産

海
洋

38
9

2

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�海
洋
科
の
学
習
活
動
に
興
味
・
関
心
・
意
欲

を
有
し
，
志
望
動
機
・
理
由
が
適
切
，
明
確

で
，
目
的
意
識
を
有
す
る
者

＜
出
願
要
件
（
各
科
共
通
）
＞

2 
�基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
き
，
人
物
及
び
学

習
態
度
が
優
れ
て
い
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
実
施
検
査
内
容
等
を

資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
�第
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定
合
計
が
２５
以
上
の

者

無
● ※
９

●

○

５
教
科

26
0： 25
0

面
接

食
品

・
ビ
ジ
ネ
ス

38
9

2

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�食
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
習
活
動
に
興
味
・

関
心
・
意
欲
を
有
し
，
志
望
動
機
・
理
由
が

適
切
，
明
確
で
，
目
的
意
識
を
有
す
る
者

○

工
　
業

機
械

38
9

2

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�機
械
科
の
学
習
活
動
に
興
味
・
関
心
・
意
欲

を
有
し
，
志
望
動
機
・
理
由
が
適
切
，
明
確

で
，
目
的
意
識
を
有
す
る
者

○

電
気
電
子

38
9

2

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�電
気
電
子
科
の
学
習
活
動
に
興
味
・
関
心
・

意
欲
を
有
し
，
志
望
動
機
・
理
由
が
適
切
，

明
確
で
，
目
的
意
識
を
有
す
る
者

○

福
　
祉

福
祉

38
9

2

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
，
２
の
両
方
に
該
当
す
る
者

1 
�福
祉
科
の
学
習
活
動
に
興
味
・
関
心
・
意
欲

を
有
し
，
志
望
動
機
・
理
由
が
適
切
，
明
確

で
，
目
的
意
識
を
有
す
る
者

○

日 野
総

合
（
単

位
制
）

76
22

10

＜
出
願
要
件
＞

○
次
の
１
～
３
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1 
�部
活
動
，
校
外
の
文
化
的
・
体
育
的
活
動
に
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
者

2 
�生
徒
会
活
動
ま
た
は
委
員
会
活
動
で
中
心
的
役
割
を
担
い
，
各
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
者

3 
�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ま
た
は
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
，
意
欲
的
に
課
外
活
動
に

取
り
組
ん
だ
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
作
文
検
査
，
面
接
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
の
結
果
を
も
と

に
，
総
合
的
に
判
定
し
ま
す
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

な
し

無
● ※
１０

●
○

５
教
科

26
0： 25
0

面
接

小
計

3,7
28

91
7

10
4

※
９
 �口
頭
試
問
を
含
み
ま
す
。

※
10
 プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
み
ま
す
。

－ 15 －-40-



― 41 ―

令
和
７
年
度
鳥
取
県
立
高
等
学
校
募
集
生
徒
数
及
び
入
学
者
選
抜
検
査
内
容
等
一
覧
表

＜
定
時
制
課
程
＞

＜
通
信
制
課
程
＞

学 校 名
大
学
科

小
学
科

（コ
ー
ス
）
募
　
集

生
徒
数

特
色
入
学
者
選
抜

一
般
入
学
者
選
抜

募
　
集

人
　
員

（人
以内

）う
ち
県

外
生
徒

（人
程度

）
出
願
要
件
，
選
抜
方
法
，
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
等

調
査

書
で

重
視

す
る

教
科

実
施
検
査
内
容

県
外

通
学

生
徒

募
集

実
施

学
力
検

査
実
施

教
科

調
査
書

の
合
計

評
定
：

学
力
検

査
の
合

計
得
点

そ
の

他
の

検
査

内
容

学
力

検
査

面
接

口
頭
試
問

作
文
小
論
実
技

検
査
プ
レ

ゼ
ン

個
人
集
団
個
人
集
団

鳥 取 緑 風

総
　
合

（単
位
制
）

【午
前
】

70
14

―

＜
出
願
要
件
＞

○
�高
校
生
活
の
目
標
を
持
ち
，
自
分
を
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
，
次
の
１
，
２
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者

1 
�学
習
へ
の
意
欲
が
あ
り
，
働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
を
目
指
そ
う
と
す
る
者

2 
�ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
，
か
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
備
わ
っ
て
い
る
者

＜
選
抜
方
法
＞

○
�志
望
理
由
書
，
調
査
書
，
面
接
・
作
文
検
査
結
果
等
を
資
料
と
し
，
総
合
的
に
判
定
す
る
。

＜
出
願
す
る
際
の
評
定
の
目
安
＞

○
な
し

無
●

●
○

３
教
科

国
語 ・ 数
学 ・ 英
語

15
0： 15
0

面
接

【午
後
】

【夜
間
】

20
4

―

倉 吉 東
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
40

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

３
教
科

国
語
と

他
の
４

教
科
か

ら
志
願

者
が
２

教
科
を

指
定
　

15
0： 15
0

面
接

米 子 東
普
　
通

（単
位
制
）
普

通
30

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
○

３
教
科

国
語
と

他
の
４

教
科
か

ら
志
願

者
が
２

教
科
を

指
定
　

15
0： 15
0

面
接

米 子 白 鳳

総
　
合

（単
位
制
）

【午
前
】

60
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

３
教
科

国
語 ・ 数
学 ・ 英
語

15
0： 15
0

面
接

【午
後
】

小
計

22
0

18

学
校
名

大
学
科

小
学
科

募
　
集

生
徒
数

選
抜
方
法

鳥
取
緑
風

普
　
通

（単
位
制
）
普

通
約

80
面
接
・
書
類
審
査

米
子
白
鳳

普
　
通

（単
位
制
）
普

通
約

80
面
接
・
書
類
審
査

小
計

約
16
0
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＜
全
日
制
課
程
＞

学
校

名
大

学
科
小

学
科

(
コ

ー
ス

)
面
接
・
口
頭
試
験

作
文
・
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
実
技
検
査
等

鳥
取

西
普

通
普

通

個
人
面
接
（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
に
関

す
る
質
疑
を
含
め
る
）

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
出
願
要
件
に
関
す
る
こ
と
（
自
己
推
薦
書
の
内
容
を
含
め
る
）
」

＜
出
願
要
件
＞

○
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

（
１
）
全
国
的
ま
た
は
中
国
地
区
等
レ
ベ
ル
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
入
賞
相
当
以
上
の
成
績
を
挙
げ
た
者

（
２
）
中
学
校
で
履
修
し
た
教
科
に
係
る
資
格
や
検
定
等
に
お
い
て
卓
越
し
た
能
力
を
示
し
た
り
、
資
格
を
得
た
り
し
た
者

（
３
）
研
究
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
等
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
者

（
注
）
例
え
ば
、
英
検
２
級
以
上
、
数
検
準
１
級
以
上
、
漢
検
準
１
級
以
上
相
当
と
す
る

鳥
取

商
業
商

業
商

業

個
人
面
接

【
小
論
文
】

与
え
ら
れ
た
資
料
や
課
題
文
等
を
要
約
す
る
力
や
、
そ
の
内
容
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
適
切
に
表
現
で
き
る
力
等

を
み
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
に
対
す
る
興
味
・
関
心
や
適
性
を
把
握
す
る

機
械

電
気

情
報

工
学

建
設

工
学

食
品

シ
ス

テ
ム
個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
農
産
物
の
生
産
や
加
工
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
食
品
シ
ス
テ
ム
科
で
学
び
た
い
こ
と
」

緑
地

デ
ザ

イ
ン
個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
造
園
や
草
花
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
緑
地
デ
ザ
イ
ン
科
で
学
び
た
い
こ
と
」

工
業
電

子
機

械
個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
機
械
や
電
気
・
電
子
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
電
子
機
械
科
で
学
び
た
い
こ
と
」

家
庭
人

間
環

境

個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
衣
食
住
や
保
育
・
福
祉
な
ど
家
庭
科
の
内
容
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
人
間
環
境
科
で
学
び
た
い
こ

と
」

情
報
情

報
科

学

個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
情
報
の
活
用
や
発
信
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
情
報
科
学
科
で
学
び
た
い

こ
と
」

青
谷

個
人
面
接

【
学
力
検
査
】

・
５
教
科
（
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
）
の
中
か
ら
、
志
願
者
が
３
教
科
を
選
択
し
て
受
検
す
る
。
選
択
し
て
受
検

し
た
３
教
科
の
う
ち
、
高
得
点
の
２
教
科
の
合
計
点
数
で
総
合
的
に
判
断
す
る
。
各
学
年
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
基
礎
的
・
基

本
的
事
項
を
出
題
す
る

岩
美
普

通
普

通
個
人
面
接

【
作
文
】

本
校
で
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
意
欲
及
び
興
味
関
心
を
把
握
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

令
和
７
年
度
鳥
取
県
立
高
等
学
校
特
色
入
学
者
選
抜
検
査
内
容
等
一
覧
表

工
業

集
団
面
接

【
学
力
検
査
】

数
学
（
基
本
的
な
問
題
）

総
合

鳥
取

湖
陵

農
業

鳥
取

工
業

4
2
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学
校

名
大

学
科
小

学
科

(
コ

ー
ス

)
面
接
・
口
頭
試
験

作
文
・
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
実
技
検
査
等

八
頭
普

通
普

通

個
人
面
接

【
学
力
検
査
】
創
造
活
動
特
色
選
抜
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

国
語
、
数
学
、
英
語
の
基
礎
的
な
内
容
に
関
す
る
検
査

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】
創
造
活
動
特
色
選
抜

「
中
学
生
の
と
き
に
頑
張
っ
た
こ
と
（
そ
の
成
果
と
取
組
の
経
過
、
そ
こ
か
ら
得
た
こ
と
を
高
校
生
活
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し

発
展
さ
せ
た
い
か
）
」

※
出
願
時
に
提
出
す
る
志
望
理
由
書
の
「
１
該
当
す
る
出
願
要
件
」
に
基
づ
い
た
内
容
と
す
る

【
実
技
検
査
】
ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

・
専
門
種
目
に
係
る
基
礎
的
及
び
実
戦
的
運
動
能
力
に
関
す
る
検
査

・
検
査
は
、
下
記
の
実
技
種
目
の
中
か
ら
１
つ
選
択
す
る

＜
男
子
＞
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、
剣
道
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
硬
式
野
球

＜
女
子
＞
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
ホ
ッ
ケ
ー

※
県
外
生
徒
は
、
陸
上
競
技
（
男
子
・
女
子
）
、
柔
道
（
男
子
）
、
剣
道
（
男
子
）
、
ホ
ッ
ケ
ー
（
男
子
・
女
子
）
、
硬
式
野

球
（
男
子
）
か
ら
１
つ
選
択
す
る

生
産

科
学

森
林

科
学

倉
吉

東
普

通
普

通
個
人
面
接

【
作
文
】

「
出
願
要
件
」
に
基
づ
き
、
受
検
生
の
意
欲
や
適
性
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

倉
吉

西
普

通
普

通
個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
中
学
校
３
年
間
で
頑
張
っ
た
こ
と
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
今
後
頑
張
り
た
い
こ
と
」

生
物

食
品

環
境

機
械

電
気

商
業
ビ

ジ
ネ

ス

家
庭
生

活
デ

ザ
イ

ン

鳥
取
中
央
育
英
普

通
普

通
個
人
面
接

【
作
文
】
特
別
活
動
特
色
選
抜
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

本
校
で
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
意
欲
、
関
心
、
目
的
意
識
等
を
把
握
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

【
実
技
検
査
】
ス
ポ
ー
ツ
活
動
特
色
選
抜

体
力
診
断

（
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
）

集
団
面
接

【
作
文
】

出
願
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
把
握
す
る
た
め
の
作
文
テ
ー
マ
と
す
る

個
人
面
接

【
作
文
】

本
校
で
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
の
意
欲
及
び
興
味
、
関
心
を
把
握
す
る

倉
吉
総
合
産
業

工
業

倉
吉

農
業
農

業

農
業

智
頭

農
林

個
人
面
接

【
作
文
】

学
校
、
学
科
及
び
コ
ー
ス
に
対
す
る
興
味
・
関
心
、
目
的
意
識
、
学
習
意
欲
等
を
把
握
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
出

題
す
る

4
3
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学
校

名
大

学
科
小

学
科

(
コ

ー
ス

)
面
接
・
口
頭
試
験

作
文
・
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
実
技
検
査
等

米
子

西
普

通
普

通

個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

「
中
学
校
時
代
に
頑
張
っ
た
こ
と
・
今
後
頑
張
り
た
い
こ
と
」

米
子

個
人
面
接

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

次
の
い
ず
れ
か
1
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
選
択

①
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
あ
な
た
が
取
組
ん
だ
こ
と
と
高
校
で
取
り
組
み
た
い
こ
と

②
中
学
校
の
特
別
活
動
等
で
、
あ
な
た
が
取
組
ん
だ
こ
と
と
高
校
で
取
り
組
み
た
い
こ
と

商
業
Ｉ

Ｔ
ビ

ジ
ネ

ス
個
人
面
接

【
作
文
】

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
考
え
を
ま
と
め
る
力
、
考
え
を
表
現
す
る
力
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
本
学
科
に
ふ
さ
わ
し
い
意

欲
、
興
味
、
関
心
等
を
有
す
る
か
ど
う
か
把
握
す
る

生
活
創
造
(
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
)
個
人
面
接

【
作
文
】

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
考
え
を
ま
と
め
る
力
、
考
え
を
表
現
す
る
力
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
本
コ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
い

意
欲
、
興
味
、
関
心
等
を
有
す
る
か
ど
う
か
把
握
す
る

生
活

創
造

(
調

理
)
個
人
面
接

【
作
文
】

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
考
え
を
ま
と
め
る
力
、
考
え
を
表
現
す
る
力
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
本
コ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
い

意
欲
、
興
味
、
関
心
等
を
有
す
る
か
ど
う
か
把
握
す
る

機
械

電
気

情
報

電
子

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー

建
設

（
土

木
）

建
設

（
建

築
）

境
普

通
普

通
個
人
面
接

【
作
文
】

本
校
で
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
意
欲
及
び
興
味
、
関
心
を
把
握
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

海
洋

食
品

・
ビ

ジ
ネ

ス

機
械

電
気

電
子

福
祉
福

祉

日
野

個
人
面
接

【
面
接
（
1
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
含
む
）
】

個
人
面
接
の
冒
頭
で
、
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
選
び
、
１
分
程
度
口
頭
で
行
う

①
中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
、
入
学
後
、
そ
の
力
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
た
い
か

②
日
野
高
校
に
入
学
し
て
、
何
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
か

③
日
野
高
校
に
入
学
し
て
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
か

【
作
文
】

本
校
で
の
学
ぶ
意
欲
や
本
校
の
特
色
に
対
す
る
興
味
、
関
心
等
を
把
握
す
る
た
め
の
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

＜
定
時
制
課
程
＞

学
校

名
大

学
科
小

学
科

(
コ

ー
ス

)
面
接
・
口
頭
試
験

作
文
・
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
実
技
検
査
等

【
午

前
】

【
午

後
】

【
夜

間
】

個
人
面
接

【
作
文
】

本
校
の
生
徒
と
し
て
の
適
性
及
び
就
学
意
欲
、
目
的
意
識
、
興
味
、
関
心
等
を
作
文
を
と
お
し
て
把
握
す
る

個
人
面
接

【
実
技
検
査
】

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
指
定
さ
れ
た
大
き
さ
の
立
体
作
製
）

工
業

境
港
総
合
技
術

水
産

鳥
取

緑
風
総

合
(
単
位
制
)

個
人
面
接

（
含
む
口
頭
試
問
）

【
作
文
】

調
査
書
、
志
望
理
由
書
で
は
得
ら
れ
な
い
受
検
者
の
意
見
や
考
え
方
と
表
現
す
る
力
を
み
る
と
と
も
に
、
興
味
・
関
心
・
意
欲

等
を
把
握
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
を
出
題
す
る

【
口
頭
試
問
】

当
該
学
科
に
対
す
る
受
検
者
の
意
欲
・
興
味
・
関
心
を
観
察
・
把
握
す
る
た
め
、
当
該
学
科
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
等
を
尋
ね

る

総
合

家
庭

米
子

工
業
工

業

総
合

米
子

南

4
4
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入学志願者の選抜のための面接及び口頭試問実施要領 

 

１ 趣 旨 

  入学志願者全員に対して、面接又は口頭試問のいずれかによる検査を実施することで、学校、

学科又はコースに対する関心、目的意識、学習意欲、適性等を把握する。                     

  

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長とした面接又は口頭試問実施委員会を設置し、その意見を聞い

た上で面接及び口頭試問の方式、時間、質問内容、評価基準等の実施方法を定める。 

  なお、口頭試問は、特色入学者選抜においてのみ実施することができることとし、その口頭試

問においては、学校、学科又はコースに対する理解の状況や、中学校等における基礎的・基本的

な学習内容の理解の状況等をみることができることとする。 

 

３ 留意事項 

 (1) 志願者が落ち着いて答えられるように、和やかな雰囲気の中で面接又は口頭試問ができるよ

う配慮する。 

 (2) 検査員の数は、一検査場につき複数置くこととする。 

   なお、検査員は十分な意思統一を図り、面接及び口頭試問が公平に行われるよう配慮する。 

 (3) 質問事項は、志願者が答えやすいものとなるよう精選するとともに、質問の仕方にも十分留 

    意し、いたずらに志願者を不安がらせたり、動揺させたりすることのないよう配慮する。また、 

    検査に当たっての配慮の対象でなくとも、吃音、難聴等により話したり聞いたりするのに配慮 

を要する志願者にも、適切な対応をとる。 

   なお、次のことについては質問しないよう留意する。 

  ア 志願者の思想、信条及び容姿に関すること。 

  イ 志願者の家庭状況及び生活環境に関すること。 

  ウ 学力検査に関すること。 

    エ 長期欠席者についてはその理由に関すること。 

 (4) やむを得ない事情で検査時刻に遅刻した志願者には、その者の検査時刻を遅らせるなど臨機

の措置をとる。 

 (5) 当日、やむを得ない事情で検査を受けることができなかった志願者については、中学校長を

通じて本人に改めて検査日時を通知する。 

   この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を

通じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 

 

 

 



― 46 ―
- 46 - 

 

入学志願者の選抜のための作文及び小論文実施要領 

 

１ 趣  旨  

  入学志願者に対して、作文又は小論文のいずれかによる検査を実施することで、学校、学科又は

 コースに対する関心、目的意識、学習意欲等を把握する。 

 

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長とした作文又は小論文実施委員会を設置し、その意見を聞いた上

 で、作文及び小論文のテーマ、評価基準等の実施方法を定める。 

  なお、小論文は、特色入学者選抜においてのみ実施することができることとし、その小論文にお

 いては、与えられたテーマ、課題文及び資料に対して自分の考えをまとめ、筋道を立てて表現する

 力をみることができることとする。 

 

３ 留意事項 

  (1) 以下のようなテーマとならないよう留意すること。 

    ア 志願者の思想、信条に関すること。 

  イ 志願者の家庭状況及び生活環境に関すること。 

  ウ 学力検査に類するような専門的な知識・教養を問う内容。 

ただし、ウについて、小論文においては、原則として中学校学習指導要領に示された範囲内

   で、発展的・応用的な内容のテーマ等は可能とする。 

 (2) やむを得ない事情で検査時刻に遅刻した志願者には、その者の検査時刻を遅らせるなど臨機の

  措置をとる。 

 (3) 当日、やむを得ない事情で検査を受けることができなかった志願者については、中学校長を通

  じて本人に改めて検査日時を通知する。 

    この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を通

じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 
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入学志願者の選抜のための面接及び口頭試問実施要領 

 

１ 趣 旨 

  入学志願者全員に対して、面接又は口頭試問のいずれかによる検査を実施することで、学校、

学科又はコースに対する関心、目的意識、学習意欲、適性等を把握する。                     

  

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長とした面接又は口頭試問実施委員会を設置し、その意見を聞い

た上で面接及び口頭試問の方式、時間、質問内容、評価基準等の実施方法を定める。 

  なお、口頭試問は、特色入学者選抜においてのみ実施することができることとし、その口頭試

問においては、学校、学科又はコースに対する理解の状況や、中学校等における基礎的・基本的

な学習内容の理解の状況等をみることができることとする。 

 

３ 留意事項 

 (1) 志願者が落ち着いて答えられるように、和やかな雰囲気の中で面接又は口頭試問ができるよ

う配慮する。 

 (2) 検査員の数は、一検査場につき複数置くこととする。 

   なお、検査員は十分な意思統一を図り、面接及び口頭試問が公平に行われるよう配慮する。 

 (3) 質問事項は、志願者が答えやすいものとなるよう精選するとともに、質問の仕方にも十分留 

    意し、いたずらに志願者を不安がらせたり、動揺させたりすることのないよう配慮する。また、 

    検査に当たっての配慮の対象でなくとも、吃音、難聴等により話したり聞いたりするのに配慮 

を要する志願者にも、適切な対応をとる。 

   なお、次のことについては質問しないよう留意する。 

  ア 志願者の思想、信条及び容姿に関すること。 

  イ 志願者の家庭状況及び生活環境に関すること。 

  ウ 学力検査に関すること。 

    エ 長期欠席者についてはその理由に関すること。 

 (4) やむを得ない事情で検査時刻に遅刻した志願者には、その者の検査時刻を遅らせるなど臨機

の措置をとる。 

 (5) 当日、やむを得ない事情で検査を受けることができなかった志願者については、中学校長を

通じて本人に改めて検査日時を通知する。 

   この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を

通じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 
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入学志願者の選抜のためのプレゼンテーション実施要領 

 

１ 趣 旨 

  入学志願者に対して、プレゼンテーションによる検査を実施することで、学校、学科又はコー

スに対する関心、目的意識、学習意欲、適性等を把握する。 

 

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長としたプレゼンテーション実施委員会を設置し、その意見を聞

いた上でプレゼンテーションのテーマ、方式、時間、評価基準等の実施方法を定める。    

  なお、プレゼンテーションは、特色入学者選抜においてのみ実施することができることとする。

また、そのプレゼンテーションにおいては、志願者に対して事前にテーマを与えることとし、与

えられたテーマに対して、自分が取り組んできたことや自分の考えをまとめ、筋道を立てて表現

する力をみることができることとする。 

  

３ 留意事項 

 (1) 志願者に対して、事前にプレゼンテーションのテーマ、方式、時間等を示すこととする。 

 (2) 志願者が落ち着いて発表することができるように、和やかな雰囲気の中でプレゼンテーショ

ンができるよう配慮する。 

 (3) 検査員の数は、一検査場につき複数置くこととする。 

   なお、検査員は十分な意思統一を図り、プレゼンテーションが公平に行われるよう配慮する。 

  (4) プレゼンテーションの内容についての質問事項は、志願者が答えやすいものとなるよう精選 

  するとともに、質問の仕方にも十分留意し、いたずらに志願者を不安がらせたり、動揺させた 

  りすることのないよう配慮する。また、検査に当たっての配慮の対象でなくとも、吃音、難聴 

等により話したり聞いたりするのに配慮を要する志願者にも、適切な対応をとる。           

      なお、次のようなテーマ及び質問とならないよう留意する。 

    ア 志願者の思想、信条に関すること。 

  イ 志願者の家庭状況及び生活環境に関すること。 

  ウ 学力検査に類するような専門的な知識・教養を問う内容。 

    ただし、ウについて、原則として中学校学習指導要領に示された範囲内で、発展的・応用

的な内容のテーマ、質問等は可能とする。 

 (5) やむを得ない事情で検査時刻に遅刻した志願者には、その者の検査時刻を遅らせるなど臨機

の措置をとる。 

 (6) 当日、やむを得ない事情で検査を受けることができなかった志願者については、中学校長を

通じて本人に改めて検査日時を通知する。 

   この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を

通じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 
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入学志願者の選抜のためのプレゼンテーション実施要領 

 

１ 趣 旨 

  入学志願者に対して、プレゼンテーションによる検査を実施することで、学校、学科又はコー

スに対する関心、目的意識、学習意欲、適性等を把握する。 

 

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長としたプレゼンテーション実施委員会を設置し、その意見を聞

いた上でプレゼンテーションのテーマ、方式、時間、評価基準等の実施方法を定める。    

  なお、プレゼンテーションは、特色入学者選抜においてのみ実施することができることとする。

また、そのプレゼンテーションにおいては、志願者に対して事前にテーマを与えることとし、与

えられたテーマに対して、自分が取り組んできたことや自分の考えをまとめ、筋道を立てて表現

する力をみることができることとする。 

  

３ 留意事項 

 (1) 志願者に対して、事前にプレゼンテーションのテーマ、方式、時間等を示すこととする。 

 (2) 志願者が落ち着いて発表することができるように、和やかな雰囲気の中でプレゼンテーショ

ンができるよう配慮する。 

 (3) 検査員の数は、一検査場につき複数置くこととする。 

   なお、検査員は十分な意思統一を図り、プレゼンテーションが公平に行われるよう配慮する。 

  (4) プレゼンテーションの内容についての質問事項は、志願者が答えやすいものとなるよう精選 

  するとともに、質問の仕方にも十分留意し、いたずらに志願者を不安がらせたり、動揺させた 

  りすることのないよう配慮する。また、検査に当たっての配慮の対象でなくとも、吃音、難聴 

等により話したり聞いたりするのに配慮を要する志願者にも、適切な対応をとる。           

      なお、次のようなテーマ及び質問とならないよう留意する。 

    ア 志願者の思想、信条に関すること。 

  イ 志願者の家庭状況及び生活環境に関すること。 

  ウ 学力検査に類するような専門的な知識・教養を問う内容。 

    ただし、ウについて、原則として中学校学習指導要領に示された範囲内で、発展的・応用

的な内容のテーマ、質問等は可能とする。 

 (5) やむを得ない事情で検査時刻に遅刻した志願者には、その者の検査時刻を遅らせるなど臨機

の措置をとる。 

 (6) 当日、やむを得ない事情で検査を受けることができなかった志願者については、中学校長を

通じて本人に改めて検査日時を通知する。 

   この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を

通じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 
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入学志願者の選抜のための実技検査実施要領 

 

１ 趣  旨 

  入学志願者に対して、実技検査を実施することで、学校、学科又はコースの特性に応じた能力・

適性等を把握する。 

 

２ 実施方法等 

  各高等学校長は、校長を委員長とした実技検査実施委員会を設置し、その意見を聞いた上で実 

技検査の検査内容、評価基準等の実施方法を定める。 

 

３ 留意事項 

 (1) 検査は、中学校で学習した基礎的・基本的な事項について行う。 

 (2) やむを得ない事情で実技検査時刻に遅刻した志願者には、その者の実技検査時刻を遅らせる 

  など臨機の措置をとる。 

 (3) 当日、やむを得ない事情で実技検査を受けることができなかった志願者については、中学校 

  長を通じて本人に改めて実技検査日時を通知する。 

   この場合、志願者は、やむを得ない事情があったことを証明するに足る書類を、中学校長を

通じて志願先高等学校の校長に提出しなければならない。 


